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to　do　is＿，　What 　we 　found　out 　is．．．），
　pronouns （we ，

1
，
　you ）and 　passive 　fbrms，　Analyses　of 　the

location　and 　distribution　of　these　rhetorical 　patterns　throughout　the　presentations　reveal 　that

these　 strategies 　 function　to　 mark 　transitions　to　 new 　 moves
，
　to　 clarify 　 and 　 reinfbrce 　 move

objectives 　and ／or 　to　orient 　the　audience 　to　the　presenter
’

s　intentions．　Issues　related 　to　teaching

Japanese　novice 　researchers 　to　make 　effective 　English　presentations　w 丑l　be　discussed　based　on

contrastive 　analysis 　with 　the　corresponding 　Japanese　corpus ．
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Readers　［［［heatre　as 　a 　Way 　of 　Re・leamj皿 g　English

大学の 「英語学び直 し」 授業 と リーダーズ ・シ ア ター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 K ．Asano （Nanzan　Junior　Co 且且ege
，
　Nanzan　U．）

　不 十分な英語能力か つ 不本意な英語 学習経験の ままに入 学 し て くる学生の ため の授業実践の例 を

報告す る。そ こ に は 入試結果が必ず し も英語能力 の 担保 と言えな くな っ た現状で 授業を進行 させ て い

る こ とと、学生は話せ る よ うになる英語教育を切望 しなが らも、自分が思 うよ うに話す こ ともで きず

に履修期間を終えて し ま う実態が あ る。そ こ で 、高等教育の新たな取組み分野 で あ る 「英語学び直 し」

対策 と して 、 Readers　Theatre（RT ）（音読劇 ・音読 パ フ ォ
ー

マ ン ス ）を導入 した と こ ろ、読解力 、

音読、協同的な作業に改善が見 られた。

学生 の 特徴 と授業クラ ス 概要
・英語で何を話 せ る よ うに な りた い の か学生 自身が不確か で ある。また 、社会経験は限定 的で 、国内

・世界情勢に極 めて 疎い とい う実態 が あ る 。

・文構造を理解する．文法知識が欠落 し、ま とま りの あ る文章の 読解が 困難で あ る。
・自分に合 っ た英語学習方法が未習得で あ り、予習や復習が十分に行 えな い

。

・授業は、週 1 回 90 分の 必修で 、1 年女子 24 名が対象だ っ た。教材は、担当者が適宜プ リン トを配

布 した 。 評価 は、筆記試験 と実演 の 両方で 実施 した。

RT 授業の 目標 と特色

・英語 の ジャ ン ル ・長短 ・難易度にかかわ らず、表層的な意味を和訳する作業か ら、筆者 の 執筆意図

　や言外 の 意味、登場人物像など、よ り内面的な解釈を求め る読解姿勢を養 う。
・反復繰 り返 しの 音読によ り、単語 の 発 音 ・語強勢 ・抑揚 ・

文強勢など （prosody ）が習得できる。

　同時に prosody と語彙 の 両方が長期記 惹に入 りやすい。
・実演時に用 い る非言語 コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン を英語 の 意味 ・解釈に応 じて学ぶ こ とで、表現 力を高め

　やす い 。非言語や擬声語
・擬態語の 文化的差異が学 べ る。

・ク ラス の 人数や学習実態 を考慮 して 、2〜10 人程度まで の グル
ープ発表が可能で ある。そ の 過程で

　個人 学習と グル
ープ学習 の 両方の 学習習慣が身に つ く。
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